



















































































































































































































































システム名 システム概要 OS AP 
l 教育ポータルシステム 各種システムが提供する情報を Webベースで統合し・元 RedHatLinuxES Oracle9iASportal 的に提供するシステム
2 I eーラーニンゲシステム 時間や場所にとらわれることなく辺ヱ、ミ児童生徒それぞれの学
DigitalKnowledg 
習意欲及び理解度に応じた学習機 を提供するシステム RedHatLinuxES Knowledge 
Deliver 
3 ソフトウエア配信システ 教育情報ネットワークを利用して品価で学校単位で整備す KitASPGo-Global ム ることが難しいソフトウエアを各学校に配信するシステム
4 教材コンテンツデータ 動画映像や静止画像，音声データ，各種教材データを一元 RedHatLinuxES OracleFiles+php ベースシステム 的に蓄積・管理するシステム
5 電子掲示板システム 教育情報ネットワークを利用し学校間交流や校内業務の効 RedHatLinuxES Oracle9i+Java 率化を図るために情報交換ができるシステム
総合教育センターと複数の学校間あるいは県立学校と他府 NTT-ITMeeting 6 テレビ会議システム 県の学校間でリアルタイムで映像と奇声，教材データを通 RedHatLinuxES 
信することで意見交換をするシステム Plaza 
7 ホームページ作成システ 教育情報ネットワークに参加している学校のホームページ RedHatLinuxES OracleFiles+php ム 作成支援をするシステム
8 認証基盤システム 利用者に対して個人認証を行い アクセス制御を行うシス RedHatLinuxES OracleCollaboration テム Suite 
9 検索システム 教育に関する各資料の検索を高速かつ効率的に行うことが RedHatLinuxES OracleCollaboration できるシステム Suite 
10 Webメールシステム 従来の電子メールと同様な機能を有し権限に基づき回覧の RedHatLinuxES OracleColI aboration 機能を有するシステム Suite 
94 鳴門教育大学情報教育ジャーナル
足できるソフトウエアの選択をした。これまで，他県で
導入実績のあるソフトウエアのほとんどはマイクロソフ
ト社の Windowsサーバをosとするものであったため，
osとして採用することも検討したが，
①セキュリティの面でUNIXやLinuxに比較し多くの脆
弱性を持っておりハッカーなどの標的となっているこ
と
②サーバのosとして考えた場合ウイルス等が非常に多
いこと
③一度システムを Windowsサーバ上に構築した場合に
他のosに移植することが非常に困難であること
④osのパージョンアップに頻繁に対応しなければなら
ないためシステムを維持するために運用管理以外に財
政的に負担をせざるを得なくなること
などの理由により UNIXやLinuxをosにすることとし
た。しかし， この選択は，導入業者に大規模システム構
築の実績がなく構築におけるノウハウが希薄であったた
め，各システムのカスタマイズに時間を要することと
なった。カスタマイズにおいて要望した性能は満足した
が利用者の利便性において充実したものではなかった。
また，大規模システムになればなるほど運用管理ツー
ルが充実していなければならないが，導入時点では十分
ではなく，システムを使いながら利便性などを考慮し構
築している段階である。
光ファイバーを利用したネットワーク構築が企業，国
や地方公共団体などで2.3年のうちに積極的に進められ
ると予測される。その場合，価格がメタルのケーブルと
差異がない状況になると予想されるので，光ファイパ一
対応のインフラ整備が必要であると考えた。しかし，高
価であるため導入時点ではあきらめざるを得なかった。
また， IPV4を今回は採用しているが，今後IPV6への移
行が進むことが考えられる。 ISPにおいてもテスト運用
ではあるがIPV6サービスが提供されているのでこれを
見据えた上での IP体系の整理を早急にすすめることが
必要である。
VI.まとめ
今回構築した Thincliantでも利用できるサーバサイド
型システムは，データのセキュリティ確保面で効率的で
あることから企業でも導入が始まづている。このことを
考えてもシステム開発において各ソフトウエア開発ハウ
スは益々サーバサイド型システム開発を加速していくと
想定される。さらに，システムはデータベースを用いて
データを管理する部分とデータの安全性や完全性を確保
しなくても情報伝達さえできればよい部分とに分類し構
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築することが必要であると考える。
また，大規模なネットワークとそのネットワークで利
用するシステムを構築することは，設計に 1年，実際の
構築に 2年程度を要すると考えられる。このため，運用
が始まった時点で次期システムの構築を見据えて検討を
開始しなければならない。
今後国のLG-WAN構築や個人認証のシステム開発
が進むにつれ電子承認(裏議)システムも開発が進み業
務システムへの導入が見込まれる。これにより，各種事
務処理においてもペーパーレス化が進むと考えられる。
さらに，技術の進歩によりシステムのユーザインター
フェイスが改善され， どのシステムを使っても同じ使い
勝手となってくることが考えられる。このため，教育分
野における情報教育は 現在のシステム主導型の教育活
動への利用から，システムをひとつのアイテムとして利
活用するための思考育成への教育へと転換することが必
要であると考えられる。
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